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今月号の内容 Inside This Issue 

Ｓuccess! Marketing Letter 

田村真二の「顧客満足向上と顧客・売上・利益を増やす月刊通信講座」   Vol.149 

 

フィットネス上場 11社の 2025年３月期決算概要 
   
売上高・利益ともに大幅増、ライフクリエイト決算発表 

   
 増収増益・成長戦略、ルネサンス決算を読み解く 
   
 今月の広告 
   
 カーブス、新ブランドＸを本格展開 
   
 最後の言葉 

 

サクセス！マーケティング・レター 

成功のポイ

ントは何？ 

行動するって

ことでしょう 
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読者の皆さま、こんにちは。早いもので、今年も

すでに５カ月が過ぎようとしていますが、いかがお

過ごしでしょうか。さて今月は、フィットネス上場 11

社（上場企業の子会社含む）による 2025 年３月期

（2024 年４月１日から 2025 年３月 31 日まで）の決

算発表が出そろいましたので、まずはその概要を

お伝えします。 

 

売上高は、全社とも前年実績を上回りました。

営業利益については、11 社中 10 社が黒字、１社

が赤字となっています（P３図参照）。トピックスとし

ては、RIZAPを含む美容・ヘルスケア事業（図の最

上段）が、chocoZAP（チョコザップ）の業績向上に

より黒字転換を果たしたことが挙げられます（よう

やく、という印象ですね）。 

 

〇各社の決算短信より要旨抜粋 

 

■RIZAP グループ（RIZAP を含む美容・ヘルスケ

ア合計を掲載）【増収/増益】 

2022 年７月より、 運動初心者向けコンビニジム

「chocoZAP」（税込月額 3,278 円）を本格展開中。

2025 年３月末時点の店舗数は約 1,800 店、会員

数は約 133 万人（単純計算で１店舗あたり約 739

人）となりました。一方で、出店ペースと会員数の

伸びはともに鈍化しています。「直営だけでやって

いくには、さすがに限界がある」（瀬戸健社長）とし、

2025年以降は、チョコザップのフランチャイズ展開

を始める方針を明らかにしました。 

 

■ルネサンス【大幅増収/増益】 

売上高は 637.4 億円で、前年同期比 46.1％増

となり、営業利益は 19.5億円（同 54.3％増）、経常

利益は 12.2 億円（同 117.4％増）、親会社株主に

帰属する当期純利益は 7.7 億円（同 21.0％増）と

なりました。この増収増益は、スポーツクラブの会

員数の堅調な推移と、2024 年 3 月末に完全子会

社化した株式会社スポーツオアシスの家庭用運

動機器販売の好調が主な要因です。2025 年３月

末の在籍会員数は、500,126 人（うちオンライン会

員数 68,398人）（前年同期比 26.6％増）となりまし

た。 

 

■コナミスポーツ【増収/減益】 

2024 年８月より月会費値上げで売上高微増も

減益。スクール、新業態（ピラティスミラー、パーソ

ナルジム）、受託事業（市町村のスポーツ施設およ

び学校水泳授業）に注力する方針です。 

 

■セントラルスポーツ【増収/営業減益】 

2025年３月期の売上高は前期比2.7％増の466

億円となりましたが、営業利益は同 26.6％減の

19.5 億円に落ち込みました。一方、2026 年３月期

は前期比 55.6％増の 30.3 億円に急拡大する見

通しです。決算説明資料などによる（会員数を含

む）事業の詳細な開示はなく、大手フィットネス企

業として、もう少し積極的な情報開示に努めてい

ただきたいところです。 

 

■カーブス【増収/増益】 

期末会員数は 82.8万人（オンライン会員を含む）

となりました。TV、WEB を中心としたメディアミック

スマーケティングおよび地域密着の販促を展開し

たことにより、ヤング層 （50～64歳※カーブス基準）

の新規入会において引き続き着実な成果を上げ

ることができました。また、2023 年６月に実施をし

た既存会員の会費改定の影響もなく、月次退会

率は過去最低水準の 2.2％に抑えることができて

います。2025 年２月末店舗数は 12 店舗純増し、

1,983 店舗となりました。さらに、メンズ・カーブスの

店舗数は、３店舗純増し、20店舗となりました。 

 

■ティップネス【増収/減益】 

スポーツクラブ運営による施設利用料収入を主

とする生活・健康関連事業の売上高は、キッズ会

費収入の増加などにより、前年同期に比べ３億円

（＋1.1％）増収の 267.6 億円となり、営業利益は

65.2％減の１.9億円となりました。 

フィットネス上場 11社の 

2025年３月期決算概要 
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■エニタイムフィットネス【増収/減益】 

24時間ジムの需要は引き続き拡大傾向にありま

す。このような環境のもと、エニタイムフィットネスは

2025 年３月末に、店舗数は 60 店舗純増し 1,194

店舗、会員数は 13.3 万人増の 97.4 万人となりま

した。１店舗当たりの平均会員数は816人（前年同

月末は 741 名）と堅調に推移しており、コロナ前の

811 人を上回りました。売上高は 180.1億円（前年

比 13.8％増）と堅調に推移しましたが、営業利益

は 4.7％減の 33.4 億円となりました。これは、会員

管理システムの刷新や新ブランド「 The Bar 

Method」の展開、EC 事業「A PROP」の立ち上げ

など、成長投資の先行によるものです。 

 

■ホリデイスポーツクラブ【増収/増益】 

接客力向上やスタジオプログラムの充実、広告

宣伝の強化、並びにトレーニング機器入れ替えや

ジムエリアのリニューアル等を実施した結果、売上

高は 125.7億円（前期比 3.7％増）、営業利益は黒

字転換し、4.9億円となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ナガセ【増収/減益】 

2024 年 12 月１日付で株式会社ダンロップスポ

ーツウェルネス(新会社名：株式会社イトマンスポ

ーツウェルネス)をグループ化した結果、売上高は

118.7億円（前期比 19.8％増）となりました。 

 

■アクトス【増収/営業赤字】 

会費値上げにより、売上高は 104.7 億円（前期

比 4.0％増）となったものの、営業損失は 4.9 億円

でした。スイミングスクールは、冬の短期水泳教室

の受講者が前年比３倍弱に達するなど順調に会

員数を伸ばしました。さらに、自治体との行政連携

による小学校水泳授業の受託も７校まで拡大して

います。 

 

■ライフクリエイト【大幅増収/大幅増益】 

女性向けのブティック型フィットネススタジオを

日本全国に 150店舗（2025年３月末時点）運営す

る株式会社 LIFE CREATEが、上場後初の決算を

発表しました。詳細は次の記事をご覧ください。 
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2025 年４月に東証グロース市場へ上場した、女

性専用ブティック型フィットネススタジオを展開する

株式会社 LIFE CREATE（ライフクリエイト、以下当

社）は、5月 15日に上場後初となる 2025年３月期

決算を発表しました。以下にその概要をお伝えし

ます。 

 

当社は、ホットヨガ「 loIve（ロイブ）」（月会費

9,000円～15,000円）とマシンピラティス「pilates K

（ピラティス K）」（同 10,000 円～15,000円）を主力

ブランドとし、2025 年３月末時点で全国に 150 店

舗を展開。「自分を愛し、輝く女性を創る」をミッシ

ョンに、女性の健康と自己実現を支援するサービ

スを提供しています。 

 

●2025年３月期決算概要 

 

2025 年３月期の業績は、売上高 84.9 億円（前

年比 36.6％増）、営業利益 10.4 億円（同 38.1％

増）、当期純利益５億円（同 37.8％増）と、大幅な

増収増益を達成しました。これは、ピラティス K の

積極的な出店拡大と既存店の安定した運営が寄

与した結果です。 

 

店舗数は前期末の 103 店舗から 47 店舗増加

し、150店舗となっています。特に、ピラティス Kは

35 店舗から 80店舗へ倍増し、拡大するピラティス

市場でのシェア拡大を図っています。会員数も5.1

万人から 6.2 万人へと増加し、月平均退会率は

4.5％となっています。退会率は一般的な総合クラ

ブなどよりもやや高めですが、総合クラブに比べて

若年層の会員が多いことが主な理由と思われます。 

 

標準的な店舗サイズは 65～80 坪で、スタジオ

以外はパウダールーム、更衣室のみのシンプルな

設計。初期投資は敷金を合わせて 35～45百万円

ほどです。小規模＆低投資型のため、物件も豊富

に存在します。 

 

●成長戦略と将来展望 

 

当社は、2026年３月期に売上高 123.2億円（同

45.0％増）、営業利益 14.2億円（同 41.4％増）、経

常利益 13.7 億円（同 47.2％増）、当期純利益 9.1

億円（同 82.8％増）を見込んでいます。ピラティス

K を中心に 56 店舗の新規出店を計画し、総店舗

数を 206店舗に拡大する方針です。 

 

また、物販事業の強化にも注力しており、プロテ

インや美容商材などの自社商品を展開し、物販売

上構成比率は 7.1％に達しています。これにより、

会員の LTV（顧客生涯価値）向上を図っています。

さらに、社員数は 765人で、女性比率 99％の待遇

改善や研修制度の充実により、離職率は 16.1％と

安定しており、質の高いサービス提供を支える人

材基盤を強化しています。 

 

当社の好業績は、特定のターゲット層（女性）に

特化したブティック型スタジオの展開、サブスクリ

プションモデルによる安定収益の確保、物販によ

る収益の多様化、そして人材育成と定着によるサ

ービス品質の維持、これらが鍵となっています。こ

れらの取り組みは、他のフィットネス事業者にとっ

ても学びの多い事例といえるでしょう。 

 

今後は国内でのさらなる店舗拡大に加え、海外

展開も視野に入れており、女性専用ブティック型

フィットネスのリーディングカンパニーとしての地位

を確立しつつあります。フィットネス業界において、

業界を牽引する新たな存在となりそうです。 

売上高・利益ともに大幅増、 

ライフクリエイト決算発表 
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出典：株式会社 LIFE CREATE 事業計画及び成長可能性に関する事項２０２５年４月２４日 
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本稿では、総合スポーツクラブなどを全国展開

する業界最大手株式会社ルネサンス（以下、当社）

の 2025年３月期決算短信および同決算説明資料

より、その決算発表の要約をご紹介します。 

 

売上高は 637.4 億円で、前年同期比 46.1％増

となり、営業利益は 19.5億円（同 54.3％増）、経常

利益は 12.2 億円（同 117.4％増）、親会社株主に

帰属する当期純利益は 7.7 億円（同 21.0％増）と

なりました。この増収増益は、スポーツクラブの会

員数の堅調な推移と、2024 年３月末に完全子会

社化した株式会社スポーツオアシスの家庭用運

動機器販売の好調が主な要因です。 

 

コスト面では、全社的な省エネ対応や国の電

気・ガス料金支援により光熱費を抑制できたこと等

から、各段階利益は概ね計画に近い水準となり、

売上高営業利益率は 2024 年３月期の 2.9％から

3.1％に改善しました。 

 

 

 

●スポーツクラブ事業 

スポーツクラブ事業では、ジム・スタジオ・プー

ル・温浴施設等の施設を充実させるとともに、居心

地の良さやスタッフによる運動指導、コミュニティ

づくりを強みに、幅広い世代の方々の健康づくり

をサポートしています。 

 

前連結会計年度に新規出店した４施設、2024

年３月に事業継承した「スポーツクラブ&サウナス

パ ルネサンス KSC金町 24」（東京 都葛飾区）及

びオアシス運営施設の純増が寄与し、スポーツク

ラブ事業における当連結会計年度末の売上高は

532.2 億円（前年同期比 35.3％増）、在籍会員数

は 500,126 名（うちオンライン会員数 68,398 名）

（前年同期比 26.6％増） となりました。 

 

 

 

 

 

増収増益・成長戦略 

ルネサンス決算を読み解く 
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●施設数の状況 

当連結会計年度末の当社グループの施設数は、

スポーツクラブ 222 施設（ルネサンス：直営 108 施

設、 業務受託 63 施設、運営支援４施設、オアシ

ス ： 直営 32 施設 、業務受託 13 施設 、

RENAISSANCE VIETNAM,INC.：直営 2施設）、小

型業態２施設 （ルネサンス ：直営 １施設、

RENAISSANCE VIETNAM,INC.：直営１施設）、介

護リハビリ 47 施設 （直営 37 施設、フランチャイズ

10 施設）、アウトドアフィットネス 14 施設（直営５施

設、業務受託９施設）の計 285施設となりました。 

 

 

 

●ホームフィットネス事業 

ホームフィットネス事業では、家庭用運動機器

の通販において、売れ筋商品である「ツイストステ

ッパー」シリーズのインターネット販売が堅調に推

移したほか、座ったまま内転筋を鍛えることができ

る「スタイリーボール」等の振動系商品の販売が好

調に進み、ホームフィットネス事業における当連結

会計年度の売上高は 48.4億円（前年同期よりスポ

ーツオアシスの 46.7億円分が増加）となりました。 

 

●今後の見通し 

今後の見通しについては、賃金・雇用情勢の改

善が続くなか、個人消費等の内需の増加が見込

まれる一方、米国の関税引き上げによる世界経済

悪化の懸念や、人材不足の本格化等、先行き不

透明な状況が続くものと予想されます。業界にお

いては、急速に進む少子高齢化に伴い健康寿命

の延伸が国の重要課題となるなか、運動やコミュ

ニティへの参加等を通じた健康づくりの場として、 

フィットネスクラブへの期待が益々高まっています。 

このような環境下、当社グループは、合併により

合流した旧オアシスのスタッフとともに、2024 年５

月に策定の「2024-2027 中期経営計画」達成に向

け、2026 年３月期の連結業績予想では、売上高

670億円（前期比 5.1％増）、営業利益 22億円（同

13.0％増）、経常利益 14 億円（同 14.3％増）、親

会社株主に帰属する当期純利益 8.5 億円（同

11.0％増）を見込んでいます。 

 

 

 

 

●田村コメント 

フィットネス業界の経営者・幹部にとって、ルネ

サンスの成長戦略は注目すべき点が多くあります。

特に、家庭用フィットネス機器の販売強化や、スポ

ーツクラブの会員数増加への取り組みは、今後の

業界動向を占う上で重要な指標となるでしょう。 

 

詳細については、当社公式 IR ページをご覧く

ださい。 IR情報｜株式会社ルネサンス 

 

 

 

 

 

 

https://www.s-renaissance.co.jp/ir/
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今月の広告紹介は、チラシではなくカーブスジ

ャパンが３カ月毎に発行している季刊誌『カーブス

マガジン』（上図）を取り上げます。『カーブスマガ

ジン』は全 70 ページほどの会報誌で、会員や潜

在客・見込み客に向けて、有益な情報や会員の

体験談などが豊富に掲載されています。会員でな

くてもカーブスの店頭で手に入れることができるた

め、まだご覧になったことがない方は、ぜひお近く

の店舗で手に取ってみてください（在庫の有無は

店舗により異なります）。 

 

私自身もマーケティングの視点から毎号欠かさ

ず読んでいますが、女性専用フィットネスとして会

員数約 83 万人を抱えるカーブスが制作するだけ

あって、非常に完成度の高い内容です。紙の書籍

や雑誌の売上が年々減少するなか、83 万人もの

読者（＝会員）を有することは、大きな強みと言え

るでしょう。つまり、「会員は資産」だということです。

では、具体的にどのような点が優れているのかを

見ていきましょう。 

 

１．毎号掲載される２つの特集記事 

『カーブスマガジン』では、毎号２つの特集記事

が掲載されています。内容は、会員にとって有益

で身近なテーマを取り上げており、体や食事に関

する情報、会員の体験談などが中心です。文章に

加えて、イラストや図表、写真などが多用されてお

り、視覚的にもわかりやすく、読みやすい構成にな

っています。 

 

２．カーブスメンバーによるエッセイ紹介 

「体が変われば心が変わる。心が変われば毎日

が変わる。毎日が変われば人生が変わる」というテ

ーマのもと、毎号「エッセイ大賞」の受賞作品を紹

介しています。メンバーの実体験にもとづいたエッ

セイを読むことで、体の悩みを抱えていた女性が、

カーブスに通うことでどのように元気を取り戻した

のかがよく伝わってきます。言い換えれば、これら

のエッセイこそが、カーブスへの入会や継続を後

押しする、最も効果的な宣伝ツールとなっている

のです。 

 

３．ビフォー＆アフターを大公開 

「筋トレで変わった私たちのビフォー＆アフター

大公開」では、毎号２人のメンバーを紹介していま

す。プロのヘアメイク、スタイリスト、カメラマンによ

る撮影で、見た目の変化がより効果的に表現され

ており、あわせて読み手のモチベーション向上に

つながる数値の変化も掲載されています。特に、

体重の変化については、グラフを用いることで視

覚的にわかりやすく、訴求力を高めています。 

 

４．広がれ筋トレの輪 

『カーブスマガジン』では、筋トレの大切さを毎

号さまざまな形で伝えています。単に情報を一方

的に発信するだけでなく、この「広がれ筋トレの輪」

のコーナーのように、メンバーによる短い体験談や

写真、年齢などを掲載し、読者に共感を呼びかけ

る工夫がされています。こうした等身大の声にふ

れることで、「私もやってみよう」と思えるきっかけを

くれることも、この雑誌の大きな魅力です。 

 

５．カーブスショッピング 

カーブスの会員を対象に「カーブスショッピング」

として、主にアパレルや雑貨の通信販売を毎号展

開しています。83 万人もの見込み客がいることを

考えれば、通信販売を活用しない手はないと言え

るでしょう。 

今月の広告 
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カーブスホールディングス（以下、カーブス）が

2025 年４月 16 日に発表した、「2025 年８月期第２

四半期（半期）決算補足説明資料」に、とても興味

深いことが記載されていましたので共有します。 

 

それは、今年 10 月に予定されている 2025 年８

月期本決算において、「中期ビジョンおよび事業

計画を発表予定」と明記されていた点です。今回

発表された内容は以下の通りです（「2025 年８月

期第２四半期（半期）決算補足説明資料」より抜

粋）。 

 

 

 

図の中で特に注目すべきは、「Phase2 メンズ・

カーブス、新ブランドの事業拡大」という点です。

カーブスは新業態の開発に６年をかけ、これまで

のカーブスおよびメンズ・カーブスとはまったく異

なる市場を対象としたヘルスケア施設「新ブランド

X」（仮称）の展開を進めています。 

 

すでに、2024年春に３店舗で実験検証を行い、

７月からは限定的にフランチャイズ展開を開始。

2025年３月末時点で全国に 25店舗を展開してお

り、８月末には 35～37店舗へと拡大する見込みで

す。市場の反応と収益性に手応えを得たことから、

さらに、その後は毎年 35～45 店舗のペースで出

店を進める予定です。 

 

 

この「新ブランド X」は、既存のカーブス（中高年

女性向け）やメンズ・カーブス（中高年男性向け）と

は異なる新たな市場を対象としています。とはいえ、

カーブスの企業理念や過去の取り組みを踏まえる

と、ターゲットは「アクティブシニア層」や「40 代後

半から 50 代の団塊ジュニア世代」を想定したやや

広い中高年層、あるいは「予防医療や生活習慣改

善に関心のある中高年層」と考えるのが自然です

（現時点では明らかにされていません）。 

 

また、新ブランドXではフィットネス要素に加え、

リラクゼーション、生活支援、コミュニティ機能など

を取り入れた、地域密着型の小規模かつ多機能

施設としての役割を担う可能性があります。詳細

は、10 月に予定されている 2025 年８月期本決算

の発表で明らかになると思いますが、たとえば以

下のような特徴を備えたモデルが想定されます。 

 

⚫ カーブスよりも幅広い世代の女性を対象 

⚫ 性別を問わず通えるユニセックス型店舗 

⚫ リラクゼーションや食事指導のプログラム 

⚫ ヨガやダンスなどの 30 分レッスンを提供 

⚫ 介護予防や地域包括ケアとの連携を意識し

た店舗環境 

 

カーブスは、人口減少や高齢化、ライフスタイル

の多様化といった変化に対応するため、ブランド

のポートフォリオを拡充する戦略の一環として、新

ブランド Xを今後の成長ドライバーとして位置づけ、

展開を進めていく計画です。 

カーブス、新ブランド X を本格展開 
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日本のフィットネス環境は、この 10 年あまりで大

きく様変わりしました。とりわけコロナ禍以降、業績

の低迷から抜け出せずにいる企業がある一方で、

これを好機と捉えて事業成長を加速させたり、新

規参入したりする企業も見受けられます。 

 

フィットネス事業は、どうしても「昨日と同じことを

今日も繰り返す」傾向に陥りがちです。しかしこの

「現状維持」の姿勢こそが、顧客満足度の低下を

招きます。 

 

対象とする顧客のニーズやウォンツ、そして業

界環境は常に変化しており、それに対応するには、

施設や設備、サービスやオペレーション、人材育

成など、あらゆる面での継続的な業務改革が求め

られます。実際、成果を上げ続けている企業は、

常に時代の顧客に最適なプログラムやサービスを

提供し、顧客満足度を高めています。 

 

さて、「顧客満足」という言葉は多くの企業で使

われていますが、実際には企業の都合や価値観

を押しつける形になっており、真に顧客の満足に

つながっていないケースも少なくありません。 

 

本当に重要なのは、企業の価値観に共感する

人材を採用し、教育や待遇の改善、職場環境の

整備に取り組むことで、従業員満足度（ES）を高め、

組織としてのロイヤリティを育てていくことです。 

 

つまり、従業員が心から顧客に尽くすためには、

企業側による適切な支援と環境づくりが不可欠で

す。ただし、単に従業員に甘く接するのではなく、

目的を共有し、ともに進むために、時に厳しく、時

に愛をもって向き合う姿勢が大切です。 

 

顧客満足度が低い企業では、組織内の人間関

係に亀裂があることが多く見られます。経営層が

従業員の悪口を言ったり、従業員が経営層に不

満を抱いていたり、さらに従業員同士が不仲であ

ったりと、いずれの場合も「顧客不在」の経営・運

営が散見されます。 

 

会社の規模が大きくなるほど、または革新的な

取り組みを進めようすればするほど、従業員がオ

ーナーシップ（当事者意識）を持ち、組織が一丸と

なることが求められます。 

 

真に一体感のある組織とは、個々のスタッフが

それぞれの個性や考えを持ちながらも、「顧客満

足度向上」という共通の目標に向けて、自らの役

割を全うしようとする中で、自然に醸成されていくも

のです。 

 

それはまるで、オーケストラのようです。バイオリ

ン、ピアノ、フルートなど異なる楽器が、楽譜という

共通の指針に従って、自らのパートを完璧に演奏

することで、美しいハーモニーが生まれる。すべて

の楽器を同じ音に揃えようとしても、そこに感動は

生まれません。 

 

いま求められているのは、現状維持ではなく、

変化に向き合う覚悟と柔軟な実行力です。顧客に

選ばれる施設であり続けるためには、サービスの

革新だけでなく、それを支える「人と組織」の在り

方が問われます。 

 

スタッフ一人ひとりの力を引き出し、顧客満足を

ともに創り上げる組織を目指して、まずは今日から

現場の“空気”を見直してみてはいかがでしょうか。

変革の第一歩は、身近な現実の中にあるはずで

す。 

 

さて、今月もそろそろお別れの時間になりました。

今月号は面白かったですか？ そうだといいので

すが。それでは、また来月お会いしましょう。 

田村 

（完） 

 

最後の言葉 
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田村真二（Tamura Shinji） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員制健康ビジネスコンサルタント。ウェルネスビズ

株式会社代表取締役。東京都出身。イオンで 22 年

間、フィットネスと小売事業の現場および本社で様々

な職種に従事した後、2007 年に同社を退社。同年、

会員制健康ビジネス領域で事業展開する中小・ベン

チャー企業の経営不安を丸ごとサポートするコンサ

ルティング会社を設立。会員数拡大、客単価向上、

継続月数増を掛け合わせた「儲かる事業構築の仕

組み」導入により、全国各地に高収益企業を多数生

み出している。現在は、コンサルティング、講演、セミ

ナー、執筆活動等を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

免責事項 

 

このニュースレターで提供された情報およびア

ドバイスによって起きた問題に関しては一切、

当方やライターに責任や義務は発生しませ

ん。ここでの情報や助言を参考にした判断は、

当然ですが、すべて読者の責任において行っ

てください。 

 

 

お問い合わせ先 

ウェルネスビズ株式会社 

ＴＥＬ：03-4530-6263 

ＦＡＸ：03-3562-7822 

Ｍail ：info@wellness-biz.jp 

ＵＲＬ：https://www.wellness-biz.jp 

〒104-0061 

東京都中央区銀座１-３-３ 

G1ビル７階 1180号 

 


